
1 

 

令和７年度（2025年度）第２回宗谷圏域障がい者が暮らしやすい地域づくり委員会議事録 

 

１ 日 時 令和７年（2025年）10月 20日（月） 14：00～15：30 

２ 場 所 宗谷合同庁舎 ４階 大会議室及びオンライン（Zoom） 

３ 出席者 別添「出席者名簿」のとおり 

４ 議 題 別添「次第」のとおり 

５ 資 料 別添のとおり 

６ 挨拶、出欠報告等 

（１）挨拶 

   大河内社会福祉課長より開会の挨拶を行った。 

（２）オブザーバー紹介 

   事務局より、池田委員の退任報告と、新たに委員就任予定の佐々木慶太氏について紹

介、今回オブザーバーとして佐々木氏が出席していることを説明。佐々木氏から挨拶

を行った。 

（３）出欠報告 

   依田委員、開米委員、濱田委員の欠席を報告した。 

（４）参加者自己紹介 

   佐々木氏初出席のため、出席者の自己紹介を行った。 

７ 議事 

（１） 地域課題の解決に向けた取組の状況について 

資料１から１－⑤により事務局から説明を行った。 

〈大谷推進員〉 

ただいまの説明についてご意見・質問等ございますか。 

（意見・質問なし） 

〈大谷推進員〉 

 事務局からも話がありましたが、障がい者へのちょっとした配慮の事例集については、 

あまり難しくなく、ちょっとした気遣いがあったらいいなということを、資料にあるア 

ンケートで事業所にもお願いしますが、委員の皆様方にも、何か気づいたことがあれば、 

お寄せいただければと思うので、よろしくお願いします。 

（２） 委員会における意見を受けての対応について 

〈事務局及川〉 

昨年の第３回委員会で意見のありました事項で、一つ目に、障害福祉サービスの充足

状況の確認に関して、障害福祉サービス事業所の定員数と利用者数の比較だけでなく、

事業所から提出される実績報告書で現在の職員配置数を確認して、受入可能な利用者数

を把握する、というご意見がありました。  

資料２なのですけども、これはその答えを示すものではなく、管内の障害福祉サービ

ス事業所の数と利用定員数を参考までにまとめたものです。  
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  各障害祉サービス事業所には、年度明けに毎年、現況報告書の提出を求めております。  

まだ就労継続支援事業所の現況報告書しか見ていないのですが、どの事業所も利用者数

が定員いっぱいに近い状況なため、定員数に対応して必要な職員配置数となっており、

利用定員数より実際の利用者数が少ないために、少ない職員数の配置になっているとい

うところは見受けられません。  

他のサービスを含めて精査して、次回の委員会には資料でお示しできるようにしたい

と思います。  

次に、現在の障がい児が将来、障害福祉サービスを利用することを想定した、利用見

込者数の推定というご意見についてですが、これについては、圏域外のサービス事業所

を利用する方もいるので、算定するのは難しいと考えますが、各市町村で将来のサービ

ス利用見込み者数を設定するにあたっては、当然そうした障がい児から障がい者へ変わ

る人の見込みも含めて設定すると思われますので、各市町村の障がい福祉計画、それを

集計して作成する道の障がい福祉計画にあるサービス利用見込み量には、すでにそうし

たものも勘案されていると考えます。 

それから、前回の今年度第１回の委員会で意見のあったことで、就労以外の日常過ご

すことのできる、地域活動支援センターをはじめとした、余暇活動・文化活動やスポー

ツ活動で障がいのある方が参加できるものの情報集約について、ひとつ情報提供ですが、

保健所の方で精神障がい者の方が利用できる社会資源をまとめた冊子があり、今、更新

作業中と聞いておりまして、新しいものができましたら、情報提供を受けることとして

おります。  

また、各市町村で把握しているものの情報を寄せていただくよう、市町村の方にこれ

から依頼をしようと考えております。  

 〈大谷推進員〉 

ただいまの説明についてご意見・質問等ございますか。 

 〈菅原委員〉 

説明どうもありがとうございました。これから多分また追加で報告があると思います

ので、それに期待しております。 

（障がい者の参加できる文化活動等の情報集約について）市町村の方に今後確認する

とのことで、その際に追加でお願いしたいのですけど、どこの市町村にどういう社会資

源があるのかまではこの資料（資料２）では見えないのですが、やはりその地域に障が

い福祉の分野を手がける社会福祉法人があるのかどうか、もっと言えば、（サービスを提

供する）民間事業者がいるかによって、かなり市町村のサービス提供状況は違うと思う

んですね。ですから、一概に横並びで評価するというのは難しいとは思いますが、問題

は、この委員会はどちらかというと、差別解消法と連動しているという性格から考えま

すと、地域生活支援事業の実態、特に必須事業、それから任意の事業、ここら辺が管内

の市町村がどういうふうに取り組んでいるのかというのをですね、できれば市町村ごと

に、どういうふうにやっているのか見たいなと思っています。 
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特に差別解消法でいうところの、コミュニケーションをとる上での、例えば、手話奉

仕員等の養成事業をやっているかどうかなど、かなり市町村に温度差があるのではない

かという感じがしていますので、できれば管内の状況と、それが仮に管内として希薄で

あればですね、特に地域生活支援事業に関しましては、もっと努力していただきたい市

町村もあるかもしれませんし、逆に言うと、積極的に任意事業、独自の事業なんかを展

開している市町村もあるかもしれません。そういったことはですね、横の連携の中で、

隣の町はこういうことをやっているんだ、ということも含めて、何か、管内で相対的に

底上げができるような、そういったことがあってもいいのではないかと思っています。 

今回の資料によると、地域活動支援センターは 2ヶ所ということで、もっとあるのか

なと思っていたのですが、これは必須事業ではなくて任意事業ということで、その市町

村の状況に合わせてやっていると思いますけども、先ほどの報告にありましたとおり、

日中過ごす場として、本当にその市町村が必要ないという見解の中でやっているのかど

うかも含めてですね、もう少し掘り下げて地域生活支援事業の実施状況を知りたいなと

思います。 

特に相談事業ですね。計画相談事業所８とありますけど、管内１０市町村ありますよ

ね。ということは、ないところもあるというふうに判断することになるのか、その辺も

ちょっと今後の報告に期待しますけども、少なくともこの地域生活支援事業というのが

必須事業・任意事業合わせて、満遍なくやれているのかどうかも含めて、知りたいなと

思いますので、これも追加で市町村に照会していただければ、嬉しいなと思いますし、

ひょっとしたら、例えば稚内に暮らしている人が、豊富の町はこんなに手厚いんだと思

ったら、豊富に行くという選択肢もあるのかもしれないし、居住先を選択するという意

味でこの材料はすごく重要になってくると思います。それもやはり障がい者に関しての

配慮という意味で、自分が暮らしていく上で住みやすいところの選択性を、この管内で

提供するということも今後、考えていただきたいなと思います。よろしくお願いいたし

ます。   

〈大河内課長〉 

地域生活支援事業につきましては、今回この資料が、基本的にサービス事業者単位で

作成したので、市町村の事業は網羅しておりません。道の補助金を出している事業につ

いては、各市町村毎に何をやっているか把握できるのですけども、補助金を使っていな

い事業ですとか、地活センターに関しては、機能強化事業をやっていないと補助金申請

ができません。先ほど担当者から説明しましたとおり、各市町村に調査をしたいと思っ

ておりますので、今いただいたご意見も踏まえて、照会できればと考えます。   

〈大谷推進委員〉 

先ほどの、保健所で作成している社会資源の資料もそうですけど、随時更新されて、

更新された時点で新しいものを皆さんと共有していけたらと思います。 

その他に、何かお気づきの点などございませんか。 
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（３）その意見交換等 

〈大谷推進員〉 

  それでは、本日の議題については、他にご質問などはないということですが、議題と

は別に、皆さんと共有したいことだとか、日頃思っていることなど、せっかくの機会で

すので、何かありましたらご発言願います。 

〈菅原委員〉 

福祉パネル展の開催場所なのですが、ふれあい公園のビジターセンターの研修室でお

こなっているとのことですが、ちょうどこの期間に何か、このふれあい公園でイベント

があって多くの人が来るということの想定でやっているのですか。ちょっと、なかなか

市民の中でもなじみがなくて、行く機会がないところなので、果たしてここでやるとい

うことが適正なのかどうか。何かイベント等があって、たくさん人が来るということが

期待されているのであれば話は別なのですけども。何ゆえにこの場所なのかなというと

ころをちょっと聞かせていただければ嬉しいです。 

〈事務局及川〉 

先ほどの説明の中でも触れましたとおり、少子化対策事業との共同開催ということも

あり、この道立ふれあい公園というのが、親子連れで訪れて遊ぶ場所があるということ

で、親子連れの来所者が多いということがあるかと思います。また、ちょうどこの時期

にキッチンカーフェスが開催されており、そういった別のイベント開催があるというこ

ともあって、この時期に、この場所で開催しています。 

〈菅原委員〉 

はい、わかりました。 

〈大河内課長〉 

少子化対策事業も一緒にやっていて、そちらの方でとっているアンケートの中には確

かに、他の場所でやったほうがいいという意見もあったようです。来年も実施すると思

いますが、場所の選定についてこのままでいいのかを含めて、また検討させていただけ

ればと思います。 

〈大谷推進員〉 

ありがとうございます。親子などが集まる機会を利用させてもらってということだと

思いますけども、また、よりよいところがあるか検討しながら、実施していただきたい

と思います。 

障がい者へのちょっとした配慮のことですが、皆さんも日頃の業務の中だとか、障が

いのある方とのおつき合いの多い方もいらっしゃると思いますけども、今までに集まっ

たアンケートの中には、‘普通に接して欲しい’といった記載もありました。皆さんがそ

れぞれ考える‘普通’ってそれこそ何だろうかなと、一瞬思ったりもしたのですけれど

も、いろんな捉え方もあるし、難しいけれども、大切なことだなというふうに思ってい

たのですけれども、皆さん何か、日頃自分はこういうふうに思っている、といったこと

などありませんか。突然で申し訳ないですけど、せっかくの時間なので。吉川コーディ
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ネーターお願いします。 

〈吉川コーディネーター〉 

私の方で普段、利用者さんと接しているところが就労系の事業所なので、そこが、日

常的には多いかなと思うのですけれども、困ったな、不便だなと利用者さんが感じて相

談を受けるのは、いろんな書類などが結構難しいと言って、持ってくる方がいらっしゃ

います。パッと見て、どんな内容なのかというのが、なかなか分からなかったり、ふり

がなが振ってあっても意味がわからなかったりということがあり、サポートで一緒にい

ろんな場所に行って話を聞いたりすると、そこでようやく理解ができたり、説明を受け

て安心するというようなことがあります。 

うれしいな、よかったなということに繋がるのですけども、そのときに、すごく丁寧

に説明してくださったり、その方の状況に合うようなお話をしていただけると、本人が

理解・納得できるということが、いろんな場面であります。例えば市役所、病院だった

り、年金事務所だったり、そういう公的なところなどでも、そういうことがすごくある

ので、いろんな場面でそういうことが広がっていけばいいなというふうに感じたところ

でした。 

〈大谷推進員〉 

ありがとうございます。確かにそうだなというふうに思います。その他、何かお気づ

きの点などありませんか。 

今日は開米委員は欠席されていますけども、先日、（開米委員が関わっている）障がい

のある方のアート展というのがあって、とてもよかったという声を聞いてたんのですけ

れども、行ってきたという保村さん、何かないですか。お願いします。 

〈保村委員〉 

実は今日、大谷さんに頼まれたわけではないのですけれども、もし機会があったら皆

さんにご覧いただけたらいいなと思って、（アート作品の）はがきを持ってきています。

作品自体は、すごく躍動感があって、紙の中だけにとどまらない感じの、力をすごく感

じる絵もたくさんあって、時間があまりなかったのですけれども、かなり感動しながら

見てきました。また宗谷管内のどこかで開催されたら、多分、足を運んでしまうなとい

うふうに思っています。 

障がいを持っている方が、みんながみんなそういう絵だとか、何かを作って表現する

のが得意かというと、そうではないけれども、ただ何か、障がいのある人がみんな、守

られる存在で、助けられる存在で、何かをしてあげなきゃいけない人達だ、みたいなと

ころがずっと昔から続いてきていて、今も根強くあるのかなと思うのですけれども、実

は自分の力を発揮する能力をすごく持っている人たちがたくさんいて、それを私たちが

気づいてあげられるのかどうかというところも、すごく大きいのかなと。もしそういっ

た気づきができたらば、障がいを持っている方の力を、どこかで表現する機会を与えら

れるのだろうなというふうに思います。 

差別解消法のことを、自分の体験を通じて、この 1年間ですごく、いろいろ悩んだり
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考えたりする機会があったのですけれども、差別を受けて傷つくのは、本人はもちろん

そうですけれども、本人だけじゃなく、その周りの身近にいる人たちも、実は傷つけら

れているというところも、やはり分かっていかなければならないのではないかというふ

うに思います。 

作品（のはがき）をまわしますので、手に取ってご覧いただければと思います。もし

気に入ったのがあったらそのままお持ち帰りください。以上です。 

〈大谷推進員〉 

はい。ありがとうございます。ぜひ皆さんにも見せていただけたらなと思います。表

現の方も、そういう絵などの作品というのもありますし、また違う方法でいろいろ表現

できたらいいなと思います。はがきは随時まわしてゆっくり見ていただいて、その他何

か、ここで、普段の仕事とかは別で、地域も別な人たちが集まっている機会に、これっ

てどうなんだろうねっていう、ちょっとした考えや素朴なこととかでもいいですし。 

〈菅原委員〉 

‘ちょっとした配慮’という言葉にちょっと困惑しています。正直申しまして、身体

障がい者の方には、ちょっとした配慮というのは、すとんと落ちるものがあるし、本当

にもう、配慮してもし尽くせないぐらい、もっともっと配慮しなくてはならない社会だ

なと思っているのですが、私もこの仕事に入って 25年経っていますけど、身体障がいの

方から何らかの配慮を求められるということは確かに経験あります。ただ、知的障がい

者・精神障がい者の方から、配慮を求められたことって、ないんですよね。もっと言え

ば、仕事柄ですけど、『配慮をしないことが配慮』という場面もある。要は、配慮するこ

とが相手のプライドを傷つけるという場合もありますし、逆に言うと、自らの病気とい

うものをすごく感じてしまう、非常にデリケートな部分があるので、どちらかというと

配慮することの苦労よりも、配慮しないことを配慮するということの苦労の方が圧倒的

に、支援者側としては多いなということを、日々実感しています。ですから、確かにこ

のアンケートは内容的にもいいのですけど、どちらかというと身体障がい者向けになっ

てしまっているのじゃないかなという感じがします。ですから表現等も含め、もうちょ

っとですね、三障がいの方、もっと言えばそれ以外の、特定疾患とか高次脳機能障害の

方などもいますけど、すべての方に共通したようなアンケートということも考えていた

だきたいなという感じがします。ちょっと障がい者という中でも、偏りがあるのかなと

いう感じがして、言わせていただきました。 

ですから、ちょっとくどいようになりますけども、どちらかというと配慮する苦労で

はなく、その全く真逆のこともあるのだということも理解していただきたいなと思いま

す。結構デリケートな方が、「そんなこと自分でできるよ」と言う方もいらっしゃいます

し、もっと言えば、配慮したくても、配慮という概念が通用しない方もいます。知的障

がい者の方たちに、何か配慮することがあるか聞いても、配慮という言葉がまず分から

ない。ということは、十分なコミュニケーションがとれるということが前提の中であれ

ば、配慮という概念がお互いに共有できるかもしれませんけども、どちらかというと 
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一方的になりがちなのが精神障がい者の方の支援であったり、知的障がい者の支援とい

うふうになるので、その辺もうちょっと工夫できる、そういったことも含めて、地域の

方たちに理解を求められるような場面というのが欲しいなと。 

〈大谷推進員〉 

私たちも、何と言ったらいいかと、長く説明しても駄目だし、短い文で伝えたいとい

うことで、こういうふうな言葉になったのですけど、逆に、こんな表現ならいいのでは、

というのがあれば、提案いただきたい。身体障がい者だけというつもりではなかったの

ですけど、そういうふうに捉えられることも考えられるのだなと、今、ご意見をいただ

いて改めて思いました。 

支援者以外の方でもできる、あまり難しくなく、普段生活している中でできること、

という意味で「ちょっとした配慮」だったのですけど、何かいい言葉があったらぜひ、

後日でもよいので、他の委員の方からでも、教えていただけたらなと思います。 

〈保村委員〉 

先ほどの菅原委員の言わんとしていることがとてもよく分かるなというふうに感じま

した。言葉はちょっと違うかもしれないですけども、そっとしておくとか、気づかない

ふりをして見守るというか、本人が何かアクションを、サインとして何か発したときに、

ちょっと寄り添う、といったところを繊細に見極めていないと、やはりデリケートなこ

とというのは、その方にとって何か周りが動くことで傷つく、傷つけてしまうというこ

とにもなりかねないなというふうに思っているので、菅原委員の、先ほどのお話にあっ

たのは、とってもよく分かるなというふうに思っています。 

ただそっとしておくことも配慮というふうに思ったり、何かしなきゃいけないんじゃ

なくって、すごく心配だけれども、ずっと何かを待ち続けるということが、周りの支援

者としては、すごく疲れることではあるのだけれども、待ち続けることもやはり支援の

1 つかなと。ただ何かボーとしているのではなくて、何か、その方に変化が訪れるかも

しれないというのを見守り続けるとか待ち続けるということも、支援者としては、とて

も大事なことかなというふうに思っています。支援というふうな言い方じゃなくても、

周りの、近くにいる人はみんな何か、そのように、察していただけたらすごくいいのか

なと思います。 

ただその方の生い立ちだとか、病歴だとか、周りの方みんながみんな知っているわけ

ではないので、そこまでの気づきにたどり着くには、やはりその方のことを知らないと、

そこまでの配慮という形はとれないのかなというふうにも思います。ですので、もしか

したら思いがけず、傷つけてしまっていることもあるのだろうなと思います。ただ、そ

こは本当に関係性を築いていけたときに、少しずつ埋められるのかなというふうに思い

ます。 

あと、知的の障がいを持つ方だとか、自閉のちょっと重たい症状を持つ方については

水戸部さん得意だと思いますので、マイクを譲ります。 

 



8 

 

〈水戸部委員〉 

自分が生活介護事業所で働いていたときに、自分は冗談で言ったつもりでも、知的障

がいの利用者には、冗談に受け取れなかったというようなことで、ちょっといけなかっ

たなと思ったりすることもありました。 

あとは、その利用者さんの障がいの特徴を、支援者が常にこう、発見するというか、

その癖だとか、障がいの特徴などを理解してあげて、ちょっと手助けしてあげたら、う

まく通い合えるというようなことを経験したり、すごくパチンコ好きな人がいて、本当

にお金が無くなるまでパチンコをする方で、パチンコに行ってきたなどと言うと、叱ら

れたり注意されたりするのだけども、ちょっと言葉を変えて、「社交場」と表現して、「最

近社交場行ってるの？」と声をかけると、すんなり話しをしてくれて、「どうだった？よ

かったかい」などと尋ねると、「いやだめだ」と言うので、「じゃあ、ちょっと程々にし

ないとね」といった会話で、すごくお互いに本音で話し合えるというようなことがあり

ました。 

それと、このアンケートとはちょっと話が変わるのですけども、私、地域活動支援セ

ンターの方にいたことがありまして、つい最近も利用者の皆さんと陶芸をやることがあ

って、その作品を町民文化祭で展示して、作業行程とかを紹介したりして、今回、昨日・

一昨日であったのですけど、そこの会場でみんなの作品を見てもらって、町の人たちが、

これ利用者さんの作品なの？すごいね、上手にできているねと見て行ってくださって、

そんな機会の中で、利用者のことを町民の皆さんが理解してくれると、すごく嬉しく感

じていました。 

作品もやはり、上手にできる人もいればできない人もいるのですけども、その人その

人のできる範囲で、ちょっとした物を作ったり、棒で伸ばしたりするお皿系だとか、そ

れもちょっと無理だったら、クッキーの片抜きをして、箸置きを作ったりして、今回そ

んなのを展示してもらったり、町にこういう人たちが、ここでこういうふうに生活して

いるということを、町民のみんなに分かってもらいたいというのが私の強い希望だった

んですよね。だから、公で何かイベントがあるときには、そこに連れていって一緒に楽

しむとか、あと、小中学生の秋の鑑賞会といった、外部から劇団とか音楽隊などを呼ん

で、へき地の方の小学生とか中学生などはそういう機会が与えられているけれども、利

用者さんにはそういうのがない。だから、会議の中で、子供たちを中心にやっているの

かもしれないけど、利用者さんにもそういう機会を与えて欲しいということを話したと

ころ、席を用意してくれたとか、そういうこともあったので、そういう声をどんどん上

げて、町の中にこういう人がいて、こうやって生活しているのだということを町民に知

らせることによって、例えば、豊富なんかでもあったのですけど、おもちゃの銃を持っ

ていたりすると、怖いと言われてすぐ警察を呼ぶ感じになったりするのだけれども、そ

の利用者のことを町の人たちが知っていたら、もっと違う対応ができるのではないかな

と思います。 

あとつい最近、たまたま何か行事で学校の先生が外に出ていて、ちょっと女の子に興
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味を持つ性格の利用者がいて、若い先生のそばに行って話し掛けたりして、その若い先

生がちょっと怖がってしまったんですよね。そうしたら、知っている町民の方がすぐ連

絡をくださって、警察とかに言わなくても大丈夫ですよね、というような連絡を受けて、

いや、こういう利用者だから、こちらからも注意しておきますからと伝えて、結果、み

んなで見守ってあげられたというような事例が、つい最近ありました。 

〈大谷推進員〉 

ありがとうございます。一人一人違いがあるということと、（普段から関わっている支

援者等ができることと、）生活環境だとかいろんな背景とかを全く知らない、たまたま通

りすがった人ができることは、違うと思うんです。両方にそれぞれ何かできることがあ

ったらいいなと思います。普段から関わっている人たちは一人一人個別の対応だったり、

ここは黙ってた方がいいときとか、確かにあるなと思います。普段から関わってる人が

一人一人に対して信頼関係がある上でできることと、（初対面の人などが）日常的に地域

の中でできることもあったらいいなというふうに思いました。 

〈富樫委員〉 

私は精神障がい者の当事者ということで、人によって違いますけども、例えばですね、

就労についていて緊張が連続して続くような場面で、どうしても疲れやすいという症状

を持つ方もいますし、それを周りから、怠けているとか、そんなふうに見られたりする

ことがあります。精神障がいの状況を理解してもらって、配慮してもらいたい部分もあ

りますし、仕事上で、例えば、ちょっとした指摘を受けて、すごく気持ちが落ち込んで、

もう行きたくないとなる、そういうことに陥る場合もあります。 

そういうことへの配慮というのは、ちょっと難しいのですけども、精神障がいといっ

てもいろんな病気がありまして、私は統合失調症なのですけども、過去にもですね、仕

事上で嫌なできごと、トラウマ、そういったことで、例えば自分がこれから、これから

といっても、私も若くないので、そんなに重い仕事につくことはないと思いますけれど

も、やはり何かそういうことにつまずくと、また再発する可能性もある。精神障がいと

いうのは本当に一生治らないといわれていますので、薬を飲み続けなきゃいけないとい

うことがあるので、そういったところも配慮は必要だと思っております。 

それとですね、この宗谷精神保健福祉社会資源パンフレット、これは稚内保健所の健

康推進課が事務局をしている稚内地方精神保健協会が作成しているもので、令和 2 年 3

月に出ていますけども、年数が経っているので、見直して作り直そうということで、今

準備しているはずです。精神保健福祉に関するもの、私ども（精神障がい者回復者クラ

ブ）リトルウェイブについても掲載されていて、宗谷管内の精神保健に関する社会福祉

資源が一括して載っていますので、こういうのも参考にしてもらえればと思います。 

〈大谷推進員〉 

先ほど事務局からも説明ありましたとおり、更新中ということで、できましたら情報

をいただくということなので、また皆さんと情報を共有したいと思います。ありがとう

ございます。一人一人、感じ方も違いますし、いろんなことが想定されるということも
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思いながら行動したいというふうに思います。 

その他、せっかくの機会ですので、一言でもお願いします。 

〈佐々木弁護士〉 

私のところにも障がい者の方が相談に来られることがありますし、ご依頼いただくこ

ともありますけど、やはり弁護士はその辺の勉強や研修等を受けているわけではないの

で、実際にそういった方々とあい対して、面と向かって向き合っている方に聞いてみた

かったことがありまして、私、7 月からこちらに来ていますけど、例えば、直接事務所

にお電話いただける方も中にはいるのですけど、ご自身で、例えば精神障がい・身体障

がいをお持ちの方で、直接連絡をしてくださる方というのは比較的少ないのかなという

印象を持っていまして、すでに支援者と繋がっている場合にその支援者の方からうちの

事務所にご連絡をいただくパターンがほとんどなのかなというところです。そこで実際、

皆様の弁護士へのニーズに対して、弁護士の供給がやはり足りないと、実際に現場で感

じているかどうかを聞いてみたい。 

例えば普段自分が支援している方において、この問題だと弁護士に相談した方がいい

なと思うことがあるのかどうか、あるとして、そういったチャンネル、連絡先が足りて

いるかどうかというところ、肌感覚でも構いませんので、弁護士との繋がりというとこ

ろについて、ちょっと皆さんがどのようにお感じかなというのを伺いたかったところで

す。 

〈大谷推進員〉 

皆さん普段の中で、弁護士さんに教えていただきたいなということもあるかなと思う

のですけれども、私も以前、前の仕事のときはお世話になりました。訪問販売とか、何

かそういうお金のことで、過去に、大分前でしたけど、会ってお世話になったことを思

い出しました。 

私のちょっとした疑問なのですけど、弁護士事務所の方に電話をしてしまったら、お

金がかかるのではないかなと、気楽に、ちょっと教えて欲しいのだけどと電話できるも

のなのか、普通の相談は何分いくらというのが多分あると思うのですけど、気軽に電話

できるのか。 

〈佐々木弁護士〉 

実際には事務所ごとに違うとは思うのですけど、稚内ひまわり法律事務所の場合だと、

初回のご相談では一切お金をいただかないので、とりあえず気になったら来てください

というスタンスで私は待っているので。2回目から１回 5500円ということで受けており

ますけど、場合によっては、法テラスという国の機関からの相談料の援助がありますの

で、合計 4回までであれば、ご本人が負担なく弁護士への相談は可能なのかなというふ

うに思っています。うちの事務所では、最初からもう、気軽にお越しくださいというス

タンスでやっています。 

〈大谷推進員〉 

ありがとうございます。とてもいい情報をいただきました。そこでお願いするものな
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のか、行政の方に言ったほうがいいとか、解決の方法も教えていただけるような気がし

たので、とてもありがたいことなので、まずは、こんなこと相談していいだろうかとい

う、一報は対応していただけるということなので、とてもいい情報ありがとうございま

す。 

守谷委員、新庁舎の感想を含めてお願いします。 

〈守谷委員〉 

新庁舎の感想ですが、引っ越しがとても大変で、今、腰を痛めているところです。そ

して、新庁舎は暖かいのかなと思ったら決してそうではなく、とても寒く、皆厚着をし

ているところです。今、暖房の調節をしているところ、そういった状況です。 

それでちょっと話を戻すと、佐々木弁護士のおっしゃった、例えば障がいのある方が、

もっと弁護士さんの相談を希望されているかといことについてなんですけども、それは

当然、私たちも全部は分からないのですけども、中にはやはり、例えばなのですが、知

的障がいの方などが、自分でいろんなものを（買ってしまう）、家計のことを管理できな

いと、そういった場合で、借金を繰り返して首が回らなくなるようなときに、自己破産

をするかとか、そういう手続き的な面で気軽に相談できるような体制があればいいので

はないかなというのは、よく仕事上で感じているところです。 

障がいのある方へのちょっとした配慮ということですけども、市役所でも、障がい者

雇用という枠で一般就労している方が一定数いらっしゃいます。療育手帳を持っている

方ですとか、身体障がいの方もいらっしゃいますし、精神障がいの方もいらっしゃいま

す。それぞれの方に接するときの接し方、配慮の仕方というのがとても難しいと感じま

す。それぞれの方に合わせて、ということになってくるのですけども、難しいですし、

今日お集まりの皆さんでも、普段からお仕事で接している方も数多くいらっしゃると思

うのですけども、そういった方でも皆さん難しいとおっしゃっているところで、なかな

か答えは見つからないのかなと思うのですけども、こういった形で話し合って、どうい

うのがいいのかというのを出す、その過程も大事なのではないかなと今日感じました。 

〈大谷推進員〉 

ありがとうございます。私 1つだけ、障がい者雇用ということで、前に、市役所では

ないのですけど、他の行政機関のところで、就職した人が「仕事がないのが一番つらい」

と言っていました。ちょっと難しいことだなと思いました。 

〈中畑委員〉 

  このアンケートについては、最初聞いたときは、いろいろな人がいるので難しいなと

いう感じがしたのですが、今お話を聞いていて、話し掛けられて嬉しい人もいれば話し

掛けられたくない人もいる、そういう、いろいろなこと、いろいろな人がいるというこ

とを知ってもらうのが大事なのかなというふうに感じました。 

今、生徒の進路のことで仕事をしていて、すごく困っているのは、本当にいろいろな

生徒がいて、一般就労はそんなに多くはなく、就労継続支援Ｂ型の事業所や、生活介護

の方に進む生徒が多いのですが、最近いろいろな生徒が入ってきて、不登校の生徒など
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もいて、集団の中では難しいけれども、結構力はあって、ちょっとした仕事はできる、

でも長い時間はできない、学校も少しの時間しか行けていない、でもなんていうのか、

自分の好きなことはある、という生徒が、この後、行き場がなかなか見つからなくて、

本当になんというか、障がいとか関係なく、好きなことを他の人と共有できる場があれ

ばいいなとか、少しの時間だけ、どこかで仕事ができればいいなとか、いろいろな働き

方などもできればいいのかなというふうに思うのですが、なかなか、進路のことを考え

るのが難しいようなことがあって、悩んでいるところです。 

〈大谷推進員〉 

ありがとうございます。皆さんに、こうやって感想等いただいて、そうだなとあらた

めて感じたところが多くあります。 

すみません、佐々木弁護士に、今、成年後見の受任について、どんな状況なのか教え

ていただきたい。 

〈佐々木弁護士〉 

現時点で、私個人でいうと、前任の池田から引継いだ件数が 10件ぐらいですね。ここ

から先私が担当する案件も含め、まだ余裕あるというところではありますが、やはり限

界が出てくるのかなというところをちょっと心配していて、今後どうなるかわかりませ

んが、もし成年後見なり補佐人なりというところの対応が必要な方が出てきたときに、

市民後見人という制度もありますので、そちらで対応してもらう土台といいますか、そ

ういったものが今後出てきたらいいなというのは、こちらに来てから思っていたところ

ですね。やはり弁護士が入るレベルとなると、親族にお金の使い込みがあるとか、ご本

人がだまされているとか、そういったある種、法的な紛争になっている方などをお受け

しているというのがあります。一応まだ余裕はあるので、お声がけいただいても全く対

応できないわけではないのですが、今後いろんな、町村からもお声かけをいただいてい

るので、今後ちょっと難しくなってくるのかなという心配はあります。豊富の方で、市

民後見人の方々向けの、弁護士からの講義等を受けたりといった、何かそういったコミ

ュニティもあると伺っていますので、そういったものが、今後いろんな市町村で出てく

ればいいのかなと考えていました。今のところまだ余裕はあります。 

〈大谷推進員〉 

ありがとうございます。今後ますます必要かなというところで、市民後見については、

多分、各市町村の取り組みにかかっているかなと思います。 

その他、全体で何か、これは伝えておこうかなということなど、ないでしょうか。は

い、保村委員どうぞ 

〈保村委員〉 

今日、養護学校の方から中畑委員さんいらっしゃっているので、わかる範囲でいいの

ですけれども、日頃、進路の相談ですとか担当されていて、この宗谷管内で生活介護に

繋がる、サービスの種類としては、生活介護の利用が適当かなという生徒さんもいらっ

しゃるかなと思うのですけれども、その場合に、生活介護のサービスを利用するとして
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も、例えばその生活の場であるとか、余暇の過ごし方がなかなかふさわしいところが見

当たらないとか、何かそういう、お悩みというか、現状を聞かせていただきたいなと思

います。 

〈中畑委員〉 

  生活介護でというか、医療的ケアが必要な生徒がいるのですが、なかなか受け入れ先

がなく、実習などでもお願いすることはあるのですが、受け入れてもらえるところがな

くて、悩んでいるところです。 

この前、ある保護者が見学した生活介護施設は、生徒の実態と合わないということで、

保護者の方から、行きながらでもいろいろな作業ができるようなところで、もっと体を

動かして、成長させていきたいという願いがあり、そこの事業所での活動は合わないか

なということで、他を探しているという例があります。 

〈保村委員〉 

資料 2を見ると、グループホームの定員の数は、一見多いかなと見えるのですけれど

も、果たして本当に、支援度の高い方が利用できるグループホームがどれだけあるかな

とか、あとどれだけの個人配置ができるのかなとか、このあいだ、事業者ハンドブック

を開きながら、何か人員のやりくりみたいなところを、事業者の方で賄える事業所が、

これからどれだけ継続していけるのかなとか、サービスの継続性みたいなところもちょ

っと心配しながら見ていたのですけれども、そもそもその生活介護を利用しようとする

方の生活の場所が、どれだけ確保できるのかなというところが、すごく今ちょっと心配

しているところだったので、ちょっと先生の方からも現状をお伺いできてよかったなと

いうふうに思っています。 

あと医療的ケアの方も、もちろん豊富町内も含めてではあるのですけれども、医療者

の配置というのも、来てもらえる人がどれだけ確保できるのだろうというところも、ず

っと課題としては続いてるかなというのが現状です。 

〈菅原委員〉 

グループホームですけども、20年ぐらい前から、以前はケアホームとグループホーム

の 2つに分かれていたんですね。それが合体して今のグループホームというふうになっ

てから、どちらかというと医療的な支援が必要な方を想定していたケアホームというも

のが消滅してしまったので、障がいの分野では重度の方を受入れる入所系施設というの

が皆無の状態になりました。今グループホームというのは外部サービス利用型のグルー

プホームと、介護包括型と、日中支援型の 3つに分かれていますけど、宗谷管内にはこ

の日中支援型というのがないんですよね。要は 24 時間見守るというような体制がとれ

るグループホームないものですから、先ほどの養護学校の生徒さんのように、多分 24時

間何らかの支援が必要な方だというふうに想定するのですが、対応が難しい。これは事

業者側の言い訳になってしまうかもしれませんけど、やはり制度的な問題だなというふ

うに感じています。障がいのグループホームに入っている方が重度になったときに、次

どこに移ればいいのかというのは全く想定されてないですね。それは介護保険制度にス
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ライドするということで、40歳以上の方を想定していますね。40歳未満で介護保険に該

当しない方達が重度になった場合にはもう、完全に宙に浮いていると思います。そうい

った意味ではちょっと難しい部分なのかなと思います。 

生活介護というのも想定されるのですけども、なかなか生活介護もですね、多分、重

度の方を受入れるということの体制は整っていないと思います。唯一あるとすれば、介

護保険のデイサービスが基準該当という形で生活介護を受けている、それから児童デイ

を受けている。基準該当でデイサービスの中に生活介護を設けているというところであ

れば、ある程度介護保険サービスのデイサービスという、1 つの類型の中での手厚さと

いうのは、障がいの分野の生活介護よりあるのかなという感じがします。ちょっと一概

に言えないですけど。 

介護保険も始まってもう 25年、四半世紀経つときですから、それを追うように障がい

者の方のサービスも年数が経っている。今ちょうど曲がり角に来ているので、やはりこ

ういった都市部ではなくて、地方都市ならではの現状というのはもっともっと国なりに

伝わっていかないと、こういったローカルな地域での、そういった重度の方を支える体

制というのは整わないかなと思います。ですから 1回やはり、今現在の法的なサービス

をどう組み合わせていくかということ、このコーディネートの部分というのが多分、相

談支援事業所になるのかなと思うのですが、ただ、先ほど言ったように市町村によって

かなりサービスが整っているところと整っていないところがありますので、なかなか難

しいですけど、やはりサービス計画を立てる上でどういった形を、サービスを組み合わ

せていくか、もっと言えば介護保険も含めてどう組み合わせていくかということを総合

的に考えていくという体制を、是非とも市町村にとっていただきたいですし、そういっ

た情報の共有ということも、道の方にも期待したいなという部分があります。というこ

とで、ちょっと、私なりの意見を述べさせていただきましたけど、そういう、今の制度

上の問題もあるということも、認識していただきたいなと思います。 

〈大谷推進員〉 

ありがとうございます。課題はいっぱいあるかなというふうに思います。 

その他、大丈夫ですかね。それでは、大体時間になりましたので、また何かお気づき

の点がありましたら事務局の方にご一報いただければありがたいなというふうに思い

ますし、先ほどのちょっとした配慮の、もう少しよい表現などがあれば、また皆さんか

らちょうだいしたいなと思いますので、よろしくお願いします。 

それでは、事務局の方へお返しします。 

（閉会） 


